丸山茂徳著　「2035年に始まる地球寒冷化と成長の限界　－２１世紀に地球温暖化はない－」（仮題、Approaching Crises of Global Cooling and the Limits to Growthの日本語訳）は2012年12月に脱稿し、発行に向けての準備に入っています。以下に本書を簡単に紹介します。
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訳者緒言

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）が、その報告（2001，2007）の中で地球温暖化と、その原因としての大気中炭酸ガスへの対策の必要性を世界に訴えて以来、炭酸ガス削減への努力が世界の潮流になっています。

しかし、2001年の当初から、IPCC報告の描く地球温暖化やその主張する炭酸ガス犯人説は、少なくない科学者が疑問視していました。たとえば日本では、地球科学者の90％がそうであったと指摘されています（丸山，2008a）。残念ながら、IPCCの強力な政治力に対してそのような意見を実際に表明する科学者は少数で、とりわけ日本ではメディアや関連省庁に全く無視されていました。しかし2009年11月以降に、IPCC報告書のとりまとめ責任者らの恣意的なデータ操作や報告作成態度が次々と明らかになってからは、科学者らはもとより、公的機関からもIPCCの責任追及が出始めています。

丸山茂徳氏は2008年に本書の前身である「地球温暖化論に騙されるな！」を著し、IPCC報告の21世紀気候予測が、雲量の変化や、それに強く影響する宇宙線強度その他重要な気温変動支配要素を考慮に入れていないこと、さらには地球史の長い過去の気候変動記録を殆ど無視していることから誤った結論を出していると看破した。そして地球の歴史に学び、地質学、古気候学、宇宙物理学、天文学等の分野に関わるすべての気候変動支配要素を総合的に解析すべく、多分野横断型の共同研究プロジェクトを実施し、その結果、21世紀の地球は温暖化ではなく寒冷化に向かうことを明確に示しました。

本書は上記の「地球温暖化論に騙されるな！」を、著者と相談しつつ大幅に改定した英語版「Approaching Crisis of Global Cooling and the Limits to Growth – Global Warming is not Our Future」（吉田勝・V．スペンサー訳, 2013, 米国Xlibris社発行）を、著者の示唆を受けて日本語に逆翻訳し、さらに新第1章を加えるなど改定を加えたものです。
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気候変動に及ぼす宇宙線、地磁気と火山活動の効果

暗い太陽のパラドックス

最新研究が明らかにする地球の周期変動と気候変動

疑問や反論を口に出せない日本の科学者たち

刷り込まれる「二酸化炭素犯人説」

温暖化危機と二酸化炭素犯人説を煽るマスコミ

第４章　寒冷化はすぐそこに来ている！

現在は氷河期か間氷期か

地球寒冷化が生物大絶滅をもたらす

生物界の繁栄は地球温暖化による

地球寒冷化による民族大移動の歴史

地球環境変化は生物進化に影響

寒冷化によるダメージ軽減の準備

第5章　気候変動・地球汚染と成長の限界

地球システムの全体像－分野横断型共同研究プロジェクトの成果

気候変動研究には多分野の有機的な協力が必須

ヒートアイランド現象とその対策

恐ろしい水と空気の汚染

「成長の限界」－人口爆発と資源枯渇の危機

第6章　未来に向けて人類の叡智を！

日本の貧しい哲学と科学

戦略に乏しい日本

寒冷化と人口爆発が飢饉と戦争の危機を呼ぶ

石油節減と新エネルギー開発への努力

科学の進歩と人類の未来

地球の進化史と人類の進歩

人口爆発が最大の環境問題

人口縮小プログラムを緊急に！
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